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は じ め に
注意 には少 な くとも以下の3つ の コンポーネ ン トが
存在す る。つ まり,① 注意の選択機能(selection),②
覚 醒(覚 度,覚 識)を 調節 し,注 意 を維 持 す る機 能
(vigilance,ale血css,sustainedattention),③注 意 制
御 機 能(control,capacity)であ り,複 数 の脳 部位 が
一 方,注 意 機能 制御機構 の中で特 に能動的注 意制御
(トップ ダウン制御)を 行 ってい る最重 要 な脳部位 は
前頭前野 である と考 え られ てい る。前頭前野は,領 域
これ らの機能 に関与 してい る1)。
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注意障害 に対する認知 リハ ビリテーションは大 きく
2つの方法で行われてきた。ひとつは日常生活動作 に
際して直接的に行動 を改善 させるための訓練を繰 り返
す方法,も うひとつはすべての行動の基盤をなす注意





後者は直接刺激法 といい,も っとも広 く使用される
組織的訓練 としてAPT(AttentionProcessTraining)




















ロビン(de・xHb)の変化 を相対 的 に観察 した上で
oxHbを変数 とする方法が最も異論が少ない指標 と考
えられている3>。
今 回,我 々は注意の分配,ワ ーキングメモリーと
いった注意制御課題遂行時の前頭前野領域の活動変化
について,機 能的近赤外光脳機能 イメー ジング法
(fNIRS)を用いて調べた。注意制御課題としては仮





















14,8ch前 頭 前 野背 外側 領域










つ下方 にお ける半球 中央 部 を前 頭前 野眼窩領域
(Orbito-Fronta1Cortex,OFC)とした。




テス ト(図2)を 用いた。仮名拾いテス トは,物語を




の総数で,チ ェック した数 を除 して,正 答率 を算出






行 い,そ の直後 に 「間違いがあるので見直 して下 さ
い。見直 しが完了 したら鉛筆をおいて くだ さい。」と
いう指示 を与えて見直 し修正を促 した。見直 しに要す
る時間は特 に指定 してお らず,結 果は見直 し前の到達
行,正 答数,誤 答数および見直 し後には新たな正答
数 誤答数 を記録 した。仮名拾い課題の成績は,正答
数/全標的数×100(%)で算出した(図3-A)。
測定 に際 して,安静時または課題実施時に,頭位変






(氏名 歳 男 ・女)
次のかな文の慧味を続みとりながら,同 時に 「あ.い,う.え,お 」
をひろいあげて,Qを っけτください。(制 隈詩●2分 闘)
■層□睡1も もた ろ うは 、 きじ とい ぬ とさ るをけ らい に し
て、お にが しまへ 、 お にたい じにい 章 ました。
圏
む か し あ る ところ に、 ひ と り ぐらしの お ばあ さんが
い て、 としを とって、 び んぽ うで した が、 いつ も は が ら
か に くら.してい ま した.ち いさ な二や に すん でい て、8
ん じ ょの ひ との つ かい は しりを や っては.こ ちらで
ひ と くち、 あ ちらで ひ との み、 おれ いに たべ させ て もら
って 、や っ と そのひ ぐらしを たて てい ましたが、 それ で
も いつ も げ ん さで よ う さで、な に ひ とつ ふ そ くは な
い と い うふ うで した.
と ころが あ るば ん、 お ばあ さんが いつ もの よ うに
に こに こ しなが ら、 いそ い そ と うちへ か え るとち ゅう、
み ちば たのみ ぞの な かに、 くろ い おお きな つほ をみつ け 凄
した.「 おや.つ ぼ だね.い れ る もの さえあ れば ぺん りな
ロ
もの さ.わ た しに ゃ な に もな いが.だ れが 、 この みぞ へ
お として ったのかね え」 と、 おばあ さん は もちぬ しが
い な いか と あた りを み まわ しま したが、 だ れ も い ませ
ん.「 おおか た あ なが あ い たん で、 す てたん だ ろう。
そん な ら こ こに、 は な で も い けて、 ま どに おこ う。
ちiっ くら もってい 二うか ねJ二 うい って おばあ さん は







出 興(Tギ リス民醤 「い たず らおば け 」 瀬 田A二 再 話.
「こど もの と も」1977年2月号
















鉛筆 を置 くまでの期間を測定 した。
測定は1-3回 行い,そ の うちの波形の安定 した信頼
できるデータを解析対象 とした。






C)n期 において見落 としがあ り,かつ皿期におい
ても完全な修正が困難であった群。
安定 した3期 の波形について,A-C各 群における左
右 のOFC,DLPPCを対象 に,ト レン ドグラフによ
る波形分析 を用いて変化の特徴を捉えた。
結 果
(仮名拾 いテス トの成績)仮 名拾 いテス トの成績 は,
A・B群 は各3例,C群 は2例 であ った。A群 では達
成行 が平均19.0土0.0行,見直 し前後 の正答率 は とも
に100±0.0%であった。B群 で は達成 行 が17.67±














1)見直し前 ・後 正答率:正 答数/正答数+誤答数 ×100(%)
・特徴分類





































































*(皿期)は 見直 し指示後,被 験者が鉛筆を置くまで測定を継続してお り,その
時間は被験者によって異なる。
*ト レンドグラフによるoxHbの増減は,ベ ースライン(安静期)に 対 して顕




見直 し後 は100%となった。C群 では達成行 は16.67±
1.53行,見直 し前 の正答率 は90.7:±0.55%,見直 し後
で も92.4±1.35%であった(図3-A,B)。
(皿期 にお ける波形 の特徴)図4-6にA群 か らC
群 の トレン ドグラ フを示す。A-1,A-z,A-3はA群に
分類 した3例 それぞ れの トレン ドグラフを示 し,背 外
側 領 域(DLPFC)に対 応 したチ ャ ンネル と,底 面,
つ ま り眼窩領域(OFC)に 対応 したチ ャンネルの トレ
ン ドグラフを左右別 に表示 した。 また,図 説 に トレン
ドグラフの解読方法 を示 した。図の縦軸 は血中ヘモ グ
ロビン濃 度変化(microMol/L),横軸 は時間経過 を示
し,図 中の赤線波形 がoxHb,青線波形がdeoxHbを
表 す。 また,図 中におい て,最 終のマーキ ングライ ン



































までがn期,矢 印か ら最後までが皿期 となっている。
皿期(課 題 実施)に おい て は,A群 で は,OFC,
DLPFCがともに賦活 されていたのに対 して,B群 と
C群では両領域における明かな賦活が認められなかっ
た(図4-6)。
(A群にお ける賦活 の特徴:二 段 階の変化)図4に
A群(3例;A-1,2,3)の トレン ドグ ラフを示 す。
全体 的な特徴 としては,皿 期 と皿期 においてそれぞれ
にoxHbの右上が りの変化が,OFC・DLPFCに 認め
られた。課題実施時 の観察で は,A群 は3例 ともが 皿








































が認 め られた。OFCに おい ては,H期 で はoxHbが
開始時 に もっと も上昇 し,A-2,A-3ではそ の後徐 々
に低下 す る傾 向が認 め られ,A-1において も開始後の
変化以上 に上昇 す ることはなか った。 皿期 で はA-1,
A-2ともに見直 し開始 か ら徐 々にoxHbが 上昇 して,
右上 が りの変化 を認めた。A-3では右 上が りの変化 が
一 度 減少 す るが,そ の後,再 び上 昇 した。 いず れの
ケース も左右差 は認め られ なか った。
一 方,DLPFCに おいて はOFCよ りは変化が緩 や
かであ り,左 右差 が認 め られた。A-3ではn期 の開始
時 にもっ とも上昇 し,そ の後 に減少す る波形が認め ら
れ たが,A-1,A-2では右 上 が りの波 形 を認 めた。 皿
期 にお いてはA-1で は右半球,A-2,A-3では左 半球
の変化が比較 的顕著で あ り,い ずれ も右あが りの波形
を認 めた。
ま た,II,皿 期 を 通 し て,OFCで はoxHbと
deoxHbが平行 した波形 を示 してい るの に対 して,
DLPFCではoxHbの みが上 昇 し,deoxHbにはあ ま
り変化が ない とい う波形の特徴(波 形 コン トラス ト)
が認 め られ た。 さ らに,A-1,A-3につ い てはOFC
で,皿 相 の開始直後 にdeoxHbの上昇が認め られた。
(B群にお ける賦活 の特徴:皿 期のみ の変化)図5
にB群(3例;B-1,z,3)の トレン ドグラフを示す。
II期においては,い ず れのケース において も明か な賦
活 は認 め られず,む しろoxHbの減少傾向がわずか に
認 め られ た。B-1では開始当初 よ り減少 を認 め,B-2
は開始 当初 にoxHbが減少 し,徐 々 に安静時 レベル ま
で上昇,B-3は 開始 当初 にやや上昇 するが,す ぐに減
少 を認め た。 この ような変化 はOFC,DLPFCに 共
通 す る波形 の特徴 であった。 また,明 瞭 な左 右差は認
め られなかった。
一 方,皿 期 につ いて は,ど のケース にお い て も,
OFC,DLPFCと もに総 じて右上 が りの波形 を示 し,
左右 差 はB-1,B-3においてわずか に認 め られ,左 半
球 で上昇が より顕著 であった。 また,A群 に認め られ
た ようなoxHbとdeoxHbの波形 コン トラス トの領域
差 は認 め られ なか った。観 察 にお いて は,皿 期 では
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初 めて真剣 に取 り組 む様子が認め られた。
また,B-2,B-3につ いて はOFCで 皿期 開始直 後
にdeoxHbの上昇 が認め られた。
(C群に おける賦活 の特徴:DLPFCの 明瞭 な変化
(一))C群(2例;C-1,2)の トレン ドグ ラフを図6
に示 す。OFCはC-1に おいてはn期 開始時 に上昇 が
認 め られるが ただちに減少 し,そ の後 は不安定な波形
となったが,皿 期 で は顕 著 に右 上 が りの変化 を認 め
た。C-2では 皿期 では減少傾 向が認め られ,皿 期 で も
指示後 わず かに上昇す るが,そ の後 は不変であ った。
一 方,DLPFGはC-1,2と もに明瞭 な変化 が認 め ら
れなかった。
観 察 では,C-1,C-2ともにn期 で は淡々 と課題 を
こな し,皿 期 では,見 直 し指示後 に過度 にあわててい
る様子が うかが えたが,見 落 とし部分 をほ とん ど見い
だす ことが で きず,あ きらめ るような状況で課題 を終




期)に は覚醒,意 欲,注 意の集 中と変換,注 意制御
(分配)が 想定され,見 直 し期(皿 期)に はこれらに




注 意の変換 ・分配 と見直修正 における実行機能は




るエ ラーが生 じると考 えられる。また,見直 し指示
は,"どこかに見逃 しがある"こ とを気づかせる手が
か り刺激 と考えられ,直接的には覚醒を上げ,注 意の
集中を促す ことに関与することが予測された。
今回の研究結果か ら,課題遂行に際 して,エ ラーが
全 く無かったのはA群 のみであ り,B・C群 ではエ
ラーが出現 した。波形分析か らはOFC,DLPFCの
賦活がA群 のみに認め られた点が他 とは異なる点であ





観察 におけるA群 の"真 剣 さ"とB群 の"淡 々 と行
う"という表面的差違は注意コン トロールをA群がよ
り効率的に行えていたことを示す もの と考えられた。
また,A群B群 では見直 し修正が行え,C群 では行え


















期では間違い部分 を探 し出し,その部分に気づ き,修
正する。つまり,すでに行った結果を且期よりも高い
正確性 をもって,あ らためて意識的 ・能動的にや り直
すための働 き(実行機能)を 担っていると考 えられ
る。この働 きを効果的に行えたのはA群のみであ り,
A群の トレンドグラフで認め られたような二段階の賦
活波形 はこのような働 きを反映するもの と考えられ
た。そしてA群 のDLPFCのみに認め られたoxHbの





とは,見直 し指示後,対 象者が 「どこが間違っている





識 的 ・能動的注意制御 を行 っていると考えられるの
で,こ のような制御には左半球の 肌PFCが 関与 して
















前頭前野は,大 きく,眼窩面,内 側面,外 側面に分
けられ,Kertesz8)はこれ らを踏 まえて前頭葉の症候
学 を損傷部位別に以下の3型 に分類 している。1)背
外側前頭葉損傷=問 題解決,立 案,認 知的柔軟性,短
期記憶 ・ワーキングメモ リー,判断 と注意での困難を
もたらす,つ まり"実行機能executivefunction"の障
害が生 じる,2)背 側正中損傷:無 感情,無 為の状態
をもたらす,3)眼 窩前頭損傷=人 格変化,情 動不安
定,不 注意,衝 動抑制低下,社 会的統合の不良,不 適
切なふざけ症,易 怒性,判 断力の欠如,そ の他の反社
会的行動などが生 じる。
また,Cummings9)によって1)背 外側前頭前野症
候群:"実行機能"障 害 と運動 プログラムの異常 に
よって特徴づけられ,言語一非言語流暢性の特異的障
害,問 題解決 とセッ ト転移の低下,学 習 と想起の障









ら12)はfMRIを用いて,ワ ーキングメモ リー課題 を
行い,前頭前野腹外側領域 と背外側部領域で活動が高
まったと報告 してお り,これ らの領域が課題のモニタ
リングと操作に関わる実行機能を担っていると述べて
いる。 また,言語性課題における左半球前頭前野の優


















抹消課題 と二重課題の差違,動 作性課題 と非動作性課
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